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オイルフェンス設置訓練を実施しました 

◎ご意見・問い合わせ先 
由利本荘市石脇字田尻２９ 

子吉川出張所 
      『せせらぎ通信』担当 
電話 ０１８４－２２－６３６０ 

http://www.thr.mlit.go.jp/akita/ 
   → ＨＯＭＥ → 河川 →  

  関連情報 「子吉川出張所ＨＰ」 

 １０月１０日（金）に由利本荘市矢島町伏見字久保地内で、油類などが河川へ流出する水質事故に、迅速か

つ的確に対応するために、オイルフェンス設置訓練を実施しました。 

 例年、水質事故の主な原因としては、灯油などの流出が約９割以上を占め、原因別では４割以上が機器の操

作ミスや管理不備などの人為的な単純ミスによるものとなっています。 

 この訓練は毎年、暖房用灯油の取り扱いが増える時期を前に行われており、子吉川出張所職員をはじめ県及

び市職員や矢島消防署の職員が参加し、汚濁物質の拡散防止・回収技術を再確認し、各機関との連携を強め、

水質事故に備えました。 

 １０月３１日はハロウィンの日です。ということで、１０月２３日（木）に石脇西保育園の園児４５名が子
吉川出張所へ来所しました。 
 「トリック・オア・トリート」「お菓子をくれないといたずらしちゃうぞ！」と可愛い声で脅され、いたず
らされたら困るので・・・お菓子をあげて何事もなく通常業務に戻ることが出来ました。 

ハロウィンで石脇西保育園の園児が来所しました 

水質事故を起こさないために！～日常からこまめな点検を～ 

 冬季は、一般家庭や事業所の油類タンクから灯油などが漏れ、河川に流れ出す事故が増えます。日常から

次について心がけましょう。 

・ホームタンクから灯油を分けるときは、その場を離れない。 

・屋根からの落雪や除雪時の灯油缶の破損に注意し、配管位置に目印を立てて管理する。 

・配管やホームタンクの定期点検に努める。 

・水質事故を起こした時には、お近くの国や県の機関、市町村役場、消防署、警察署へ連絡を！ 

※水質事故を起こすと、油の拡散防止や改修に要した費用は事故を起こした人の負担となります。 

 （これまでの事例では、河川に流出し５０万円の費用がかかったこともあります。） 

水路等流下拡散防止工法訓練 オイルフェンスの組み立て訓練 オイルフェンス設置訓練 


